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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
新
生
伯
耆
町
も
二
年
経
過
し
、
合

併
時
の
夢
と
希
望
も
財
政
難
に
よ
り

消
え
失
せ
な
い
か
と
心
配
す
る
こ
の

ご
ろ
で
す
。

　
三
位
一
体
の
改
革
に
よ
る
交
付
税

の
減
額
が
、
予
想
を
遙
か
に
超
え
る

す
さ
ま
じ
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
新
型
交

付
税
は
、
伯
耆
町
の
よ
う
な
面
積
が

広
く
人
口
の
少
な
い
地
域
を
抱
え
る

自
治
体
に
は
不
利
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
一
層
の
改
革
と
町
民
の
皆

様
の
ご
理
解
を
求
め
る
場
面
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

　
す
べ
て
に
格
差
の
な
い
社
会
の
実

現
を
望
む
新
年
で
す
。�
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「議会だ
より」に

対するご
意見を

お待ちし
ておりま

す。
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伯耆町の
イベント

　
町
内
の
農
業
者
・
商
業
者
と
消
費
者

と
の
ふ
れ
あ
い
、
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
や

別
荘
地
に
滞
在
中
の
方
と
地
元
と
の
交

流
を
図
り
、
町
の
情
報
発
信
を
通
し

て
地
域
の
振
興
を
目
的
に
開
催
し
て

い
ま
す
。�

　
平
成
８
年
に
丸
山
祭
り
を
発
展

さ
せ
ガ
ー
デ
ン
プ
レ
ー
ス
を
中
心

に
初
回
を
開
き
ま
し
た
。

　
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
・
わ
ら
竹

細
工
・
ス
ピ
ー

ド
く
じ
や
餅
つ

き
・
伯
耆
鍋
の

無
料
サ
ー
ビ
ス

と
地
元
で
取
れ

た
農
産
物
や
加

工
品
な
ど
の
販

売
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
年
で
十
一

回
目
に
な
り
年
々

人
出
も
増
え
、
今

回
は
十
月
二
十
九

日
に
開
催
さ
れ
、

町
内
は
も
と
よ
り
米

子
市
な
ど
の
近
隣
そ

し
て
遠
く
は
岡
山
県

や
広
島
県
か
ら
推
定

八
千
人
が
来
場
さ
れ
ま

し
た
。

　
最
も
大
き
な
特
徴
は
、
前
売
り

券
に
よ
る
大
抽
選
会
で
、
一
等
に

ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
か
ら
の
「
ペ
ア

宿
泊
券
」
五
本
、
久
米
桜
酒
造
か

ら
の
地
酒
「
八
郷
」
十
五
本
、
Ｊ

Ａ
か
ら
の
「
八
郷
米
」
な
ど
多
数

の
賞
品
が
あ
り
ま
し
た
。
町
長
の

く
じ
を
引
く
手
を
抽
選
券
片
手
に

全
員
注
目
す
る
一
幕
も
あ
り
、
終

日
の
賑
わ
い
で
伯
耆
町
最
大
の
イ

ベ
ン
ト
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。�
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森と清
流の里ふれあい祭り森と清
流の里ふれあい祭り森と清
流の里ふれあい祭り


